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戦
国
時
代
の
中
央
政
権
交
代
と
京
都
大
本
山
本
圀
寺
の
歴
世
交
代

三　

好　

龍　

孝

一
、
は
じ
め
に

　

本
年
平
成
二
十
一
年
三
月
三
十
一
日
発
行
の
常
圓
寺
日
蓮
仏
教
研
究
所
「
日
蓮
仏
教
研
究
・
第
三
号
」
に
都
守
基
一
師
の
論
文
「
本
国

寺
日
円
『
立
正
安
国
論
私
見
問
』
の
一
考
察
」
が
あ
る
。
そ
こ
に
「『
当
宗
（
の
僧
侶
）
は
半
俗
』
と
い
う
論
理
に
よ
っ
て
僧
侶
の
武
装

を
肯
定
し
」
て
い
る
の
が
本
国
寺
日
円
の
大
き
な
特
徴
で
あ
る
と
い
う
注
目
す
べ
き
指
摘
が
あ
る
。
こ
れ
は
当
時
の
大
本
山
本
圀
寺
が
深

く
現
実
政
治
に
関
与
し
て
い
た
が
故
の
論
理
と
読
み
取
れ
、
そ
の
実
態
を
『
本
圀
寺
年
譜
』（
日
蓮
教
学
研
究
所
紀
要
・
第
十
八
号
所
収
）

を
中
心
に
探
っ
て
み
た
。

　

す
る
と
十
世
日
円
・
十
一
世
日
堯
・
十
二
世
日
了
・
十
三
世
日
遵
・
十
四
世
日
助
・
十
五
世
日
勝
と
い
う
歴
世
交
代
が
、
現
実
政
治
の

足
利
義
政
・
義
尚
将
軍
時
期
／
義
稙
将
軍
時
前
期
／
細
川
政
元
ク
ー
デ
タ
ー
時
期
／
義
稙
将
軍
時
後
期
／
細
川
高
国
・
晴
元
時
期
／
三
好

長
慶
・
松
永
久
秀
の
下
剋
上
時
期
と
い
う
戦
国
時
代
の
中
央
政
権
交
代
と
ほ
ぼ
並
行
し
て
起
き
て
い
る
こ
と
が
読
み
取
れ
た
。
少
し
詳
述

し
た
い
。

二
、
十
世
日
円

　

社
会
状
況
が
そ
う
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
問
題
の
『
半
俗
』
の
主
張
を
掲
げ
た
日
円
が
本
圀
寺
貫
首
に
就
任
し
た
翌
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年
が
応
仁
元
年
で
あ
り
、
戦
国
時
代
の
端
緒
と
し
て
余
り
に
有
名
な
十
年
に
及
ぶ
応
仁
・
文
明
の
乱
が
そ
こ
か
ら
始
ま
っ
て
し
ま
う
の
で

あ
る
。
義
政
は
そ
の
子
・
義
尚
に
将
軍
を
譲
っ
た
が
為
す
す
べ
が
な
く
、
義
尚
が
近
江
陣
中
に
戦
死
し
、
母
・
日
野
冨
子
が
つ
い
に
諦
め

て
対
立
し
て
い
た
義
視
の
子
・
義
稙
に
将
軍
を
譲
る
延
徳
元
年
に
至
る
ま
で
、
す
で
に
応
仁
元
年
か
ら
二
十
三
年
が
経
っ
て
い
た
。
そ
の

四
ヶ
月
後
に
日
円
も
辞
任
逝
去
し
て
い
る
。

三
、
十
一
世
日
堯

　

日
堯
は
大
変
な
英
才
で
あ
っ
た
が
、
就
任
わ
ず
か
四
年
目
に
細
川
政
元
の
ク
ー
デ
タ
ー
が
起
き
て
義
稙
将
軍
は
防
州
へ
逃
げ
、
義
澄
に

取
っ
て
代
わ
ら
れ
た
。
義
稙
は
「
西
国
著
岸
此
時
一
段
被
抽
丹
精
者
可
為
神
妙
」
と
「
本
国
寺
上
人
」
あ
て
祈
願
を
乞
う
書
を
防
州
よ
り

送
っ
て
い
る
。

　

そ
の
五
年
後
、
日
堯
は
突
然
に
退
任
し
た
。『
中
国
へ
布
教
す
る
準
備
の
た
め
』
と
い
う
。
そ
し
て
尼
崎
の
長
遠
寺
で
準
備
に
励
ん
だ

が
果
た
せ
ず
十
年
後
に
逝
去
し
た
。
防
州
を
通
じ
て
の
対
中
国
貿
易
に
よ
る
経
済
的
繁
栄
に
よ
り
国
を
支
え
る
の
が
室
町
幕
府
の
基
本
で

あ
っ
た
。
中
国
と
結
ぶ
東
ア
ジ
ア
の
外
交
が
彼
の
夢
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
政
権
は
ま
だ
細
川
政
元
が
握
っ
て
い
た
。

四
、
十
二
世
日
了

　

日
了
は
就
任
三
年
後
の
文
亀
元
年
に
、
宗
徒
・
薬
師
寺
元
長
を
し
て
そ
の
館
に
主
君
・
細
川
政
元
を
呼
ば
せ
、
面
前
で
浄
土
宗
・
団
誉

玉
翁
と
宗
論
を
行
っ
て
勝
ち
、
細
川
政
元
に
日
蓮
宗
を
受
法
さ
せ
た
（
日
蓮
宗
年
表
）。
翌
々
年
に
日
了
は
権
僧
正
と
な
っ
た
。
政
権
を

握
る
者
を
日
蓮
宗
に
改
宗
さ
せ
て
立
正
安
国
を
目
指
し
た
と
思
わ
れ
る
が
、
細
川
政
元
は
受
法
六
年
後
に
は
家
臣
・
香
西
又
六
に
殺
さ
れ

て
し
ま
っ
た
。
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五
、
十
三
世
日
遵

　

細
川
政
元
が
殺
さ
れ
た
翌
年
の
永
正
五
年
、
前
将
軍
の
義
稙
を
庇
護
し
て
い
た
防
州
の
大
内
義
興
が
動
き
、
義
植
を
押
し
立
て
兵
を
率

い
て
四
月
に
上
洛
し
、
細
川
高
国
と
手
を
組
ん
で
七
月
に
は
義
稙
を
再
び
将
軍
に
返
り
咲
か
せ
た
。
こ
の
間
に
日
了
は
貫
首
交
代
の
準
備

を
始
め
て
い
る
。
す
な
わ
ち
五
月
九
日
に
弟
子
の
日
遵
（
太
田
道
灌
の
子
と
い
う
）
に
権
大
僧
都
の
位
を
得
さ
せ
た
の
は
、
状
況
に
よ
り

日
了
が
い
つ
で
も
交
代
で
き
る
た
め
の
措
置
で
あ
る
。
だ
が
直
ぐ
に
は
退
任
す
る
こ
と
な
く
、
二
年
後
の
永
正
七
年
に
微
疾
を
感
じ
て
日

遵
に
交
代
し
て
逝
去
し
た
。

　

し
ば
ら
く
日
遵
の
代
が
続
い
た
が
、
や
が
て
永
正
十
五
年
に
大
内
義
興
が
防
州
へ
兵
と
共
に
引
揚
げ
た
の
で
、
細
川
高
国
ひ
と
り
の
力

が
強
ま
り
義
稙
将
軍
の
立
場
は
不
安
定
と
な
っ
た
。
三
年
後
の
永
正
十
八
年
（
大
永
元
年
）
正
月
に
癎
病
の
発
作
が
起
き
て
日
遵
は
日
助

に
交
代
し
て
逝
去
し
た
。
在
位
十
二
年
で
あ
っ
た
。
同
じ
く
そ
の
三
月
に
は
義
植
将
軍
が
淡
路
島
に
逃
げ
、
政
権
は
管
領
・
細
川
高
国
が

掌
握
し
て
義
晴
将
軍
を
立
て
た
。

六
、
十
四
世
日
助

　

大
永
元
年
か
ら
し
ば
ら
く
政
権
は
管
領
・
細
川
高
国
が
安
定
し
て
掌
握
し
て
い
た
が
、
大
永
七
年
に
四
国
の
阿
波
か
ら
細
川
晴
元
が
進

出
し
て
そ
の
地
位
を
脅
か
し
は
じ
め
た
。
さ
ら
に
四
年
後
の
亨
禄
四
年
に
は
晴
元
配
下
の
三
好
元
長
に
よ
り
高
国
は
敗
死
し
、
そ
の
翌
年

の
天
文
元
年
に
は
晴
元
が
三
好
元
長
を
誅
殺
し
て
、
政
権
は
管
領
・
細
川
晴
元
が
掌
握
し
た
。

　

こ
の
高
国
か
ら
晴
元
へ
の
政
権
交
代
に
は
十
四
世
日
助
は
一
定
の
距
離
を
置
い
て
い
た
ら
し
く
、
日
助
は
歴
世
交
代
を
行
っ
て
い
な
い
。

十
世
日
円
の
『
半
俗
』
の
論
理
以
来
の
政
権
に
近
づ
き
過
ぎ
た
こ
と
へ
の
僧
侶
と
し
て
の
反
省
が
考
え
ら
れ
る
。
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さ
て
こ
の
時
期
の
天
文
五
年
に
は
、
京
都
の
日
蓮
門
下
二
十
一
ヶ
本
山
が
比
叡
山
や
周
辺
勢
力
の
攻
撃
を
受
け
て
、
悉
く
灰
燼
に
帰
し

て
堺
へ
逃
げ
た
と
い
う
い
わ
ゆ
る
天
文
法
難
が
起
き
て
い
る
。

　

こ
こ
ま
で
見
て
き
た
大
本
山
本
圀
寺
の
歴
世
交
代
の
論
旨
か
ら
言
え
ば
、
僧
侶
側
と
し
て
は
ひ
と
ま
ず
政
権
か
ら
距
離
を
置
い
た
こ
の

時
期
に
、
宗
徒
側
と
し
て
は
社
会
に
発
言
す
る
実
力
を
付
け
て
自
治
に
近
い
姿
で
（
僧
侶
側
の
指
導
を
欠
い
た
ま
ま
）
逆
に
政
治
に
一
歩

踏
み
出
し
て
、
僧
侶
側
が
政
権
に
接
近
し
過
ぎ
て
い
た
こ
れ
ま
で
の
経
過
も
含
め
て
、
総
体
と
し
て
の
日
蓮
門
下
が
外
部
か
ら
は
危
険
視

さ
れ
て
攻
撃
を
受
け
た
の
で
あ
る
。

　

日
助
は
堺
・
成
就
寺
へ
逃
げ
、
天
文
十
一
年
に
よ
う
や
く
帰
洛
の
綸
旨
が
出
さ
れ
、
本
圀
寺
へ
は
天
文
十
五
年
に
旧
地
へ
復
帰
の
許
可

が
出
て
、
初
め
て
具
体
的
に
再
建
に
着
手
し
た
の
で
あ
る
。
天
文
十
五
年
に
は
ま
た
義
輝
将
軍
へ
と
将
軍
の
交
代
が
な
さ
れ
て
い
る
。
そ

し
て
天
文
十
八
年
二
月
二
十
一
日
に
は
、
な
ん
と
か
再
建
成
っ
た
本
圀
寺
へ
、
管
領
・
細
川
晴
元
を
通
じ
て
義
輝
将
軍
が
御
成
（
御
参

詣
）
に
な
っ
た
。
義
輝
は
本
圀
寺
に
伝
わ
る
綸
旨
案
を
乞
い
、
日
助
は
十
六
通
を
書
写
し
て
三
月
に
晴
元
宅
へ
届
け
た
。
晴
元
は
陣
中
に

あ
り
六
月
に
帰
宅
し
た
が
、
晴
元
が
三
好
長
慶
（
か
つ
て
誅
殺
し
た
三
好
元
長
の
子
）
に
負
け
た
戦
で
あ
っ
た
。
晴
元
政
権
は
衰
え
、
ま

た
こ
の
こ
と
で
本
圀
寺
は
政
権
に
接
近
し
た
。

　

天
文
二
十
二
年
に
三
好
長
慶
は
晴
元
を
虜
に
し
て
禁
獄
、
政
権
を
掌
握
し
た
。
同
年
に
日
助
も
逝
去
し
て
日
勝
に
交
代
し
た
。

七
、
十
五
世
日
勝
（
の
ち
に
除
歴
）

　

三
好
長
慶
の
家
臣
で
京
都
支
配
を
担
当
し
て
い
た
松
永
久
秀
は
、
本
圀
寺
の
大
檀
那
で
あ
っ
た
と
言
わ
れ
、
日
勝
は
政
権
と
し
て
は
こ

の
松
永
久
秀
と
結
び
付
い
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
永
禄
七
年
に
は
松
永
久
秀
が
中
心
と
な
り
京
都
日
蓮
門
下
の
盟
約
・
永
禄
の
規
約
が
結

ば
れ
て
い
る
が
、
政
治
勢
力
と
し
て
日
蓮
門
下
を
ま
と
め
る
意
図
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
こ
の
年
、
三
好
長
慶
が
没
し
て
政
権
は
松
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永
久
秀
と
三
好
三
人
衆
が
担
う
こ
と
と
な
っ
た
。
翌
永
禄
八
年
、
松
永
久
秀
は
義
輝
将
軍
を
暗
殺
し
て
い
る
。
永
禄
十
年
に
は
松
永
久
秀

と
三
人
衆
の
争
い
に
よ
り
東
大
寺
大
仏
殿
を
焼
い
て
い
る
。

　

永
禄
十
一
年
に
信
長
が
義
昭
と
共
に
入
洛
し
て
将
軍
と
し
、
政
権
を
掌
握
し
た
。
松
永
久
秀
は
信
長
に
従
い
、
天
正
五
年
に
反
逆
し
て

滅
ぼ
さ
れ
る
ま
で
生
き
延
び
て
い
る
。
こ
れ
よ
り
先
、
天
正
三
年
に
日
勝
は
、
出
身
実
家
の
九
州
・
大
友
家
（
キ
リ
シ
タ
ン
大
名
の
大
友

宗
麟
）
に
後
継
ぎ
が
な
か
っ
た
の
で
諸
臣
が
上
洛
し
て
、
門
を
排
し
て
突
入
し
日
勝
を
奪
っ
て
去
っ
た
と
言
う
。
こ
れ
に
よ
り
還
俗
し
た

の
で
除
歴
と
言
う
。
こ
の
前
年
の
天
正
二
年
に
日
勝
は
大
僧
正
に
任
じ
ら
れ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
で
あ
る
。

八
、
お
わ
り
に

　

大
阪
府
大
東
市
・
本
妙
寺
の
縁
起
に
は
、「
天
文
二
十
二
年
に
京
都
本
圀
寺
十
四
世
日
助
が
天
文
法
難
に
遭
い
当
山
へ
逃
げ
延
び
た
か

ら
、
台
家
衆
が
当
寺
を
襲
い
、
七
堂
伽
藍
の
悉
く
を
焼
失
し
た
」「
14
．（
中
興
）
蓮
光
院
日
助　

天
文
22
・
７
・
14
」（
日
蓮
宗
寺
院
大

鑑
）
と
言
う
。
天
文
二
十
二
年
は
、
三
好
・
松
永
が
畿
内
制
覇
を
し
て
晴
元
か
ら
政
権
を
奪
っ
た
年
で
あ
る
。
本
妙
寺
を
襲
っ
た
の
は
三

好
・
松
永
の
軍
団
で
あ
り
、
日
助
は
こ
の
寺
で
そ
の
時
に
果
て
た
の
で
は
な
い
か
。

　

こ
の
こ
と
を
松
永
久
秀
と
結
び
付
い
て
い
た
後
継
の
十
五
世
日
勝
が
承
知
し
て
い
た
と
し
た
ら
、
日
勝
は
暗
に
日
助
を
消
し
た
こ
と
に

も
な
り
か
ね
な
い
。
こ
れ
は
も
は
や
『
半
俗
』
で
は
な
く
『
還
俗
』
で
あ
る
と
多
く
の
同
時
代
者
が
判
じ
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

因
み
に
、
都
守
基
一
師
の
論
文
に
使
わ
れ
た
『
立
正
安
国
論
見
聞
』
の
テ
キ
ス
ト
は
「
第
十
五
世
双
樹
院
日
勝
（
後
に
還
俗
し
て
除

歴
）
代
の
永
禄
三
年
（
一
五
六
〇
）
五
月
、
多
喜
山
寂
光
寺
の
日
洞
（
不
明
）
に
よ
り
本
国
寺
に
寄
進
さ
れ
」
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
、

「
日
洞
」
で
思
い
当
た
る
の
は
、
兵
庫
県
多
紀
郡
篠
山
町
に
松
永
久
秀
が
開
基
檀
越
の
妙
福
寺
が
あ
り
、
元
は
松
永
久
秀
の
出
身
地
の
大

阪
府
高
槻
市
富
田
町
五
百
住
に
あ
っ
て
「
１
．（
開
山
）
蓮
光
院
日
助　

天
文
22
・
7
・
14　

権
大
僧
都
日
洞
」（
日
蓮
宗
寺
院
大
鑑
）
と

あ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
「
権
大
僧
都
日
洞
」
に
該
当
す
る
か
も
知
れ
な
い
。 

合
掌
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